



























































































ロジェクト（6）が合同して，2018 年 2 月に千葉大学にて公開シンポジウム「ワーク・ライフ・バラ
ンス概念の学際的再検討」を開催することができた。同シンポジウムでは，本特集に寄稿している
筒井氏，渡井氏，皆川氏のほか，経済学分野から黒田祥子氏（早稲田大学教授）が報告を行った
が（7），本特集の企画にあたっては，学問分野を広げて上林氏，重川氏にも執筆していただくことと
し，経済学分野については黒田氏のご都合がつかなかったため，筆者が執筆している（8）。本特集が，
ワーク・ライフ・バランス研究のひとつのレファレンスとして役立てば幸いである。
 （おおいし・あきこ　千葉大学大学院社会科学研究院教授）　
（4）　川上憲人・橋本英樹・近藤尚己編（2015）『社会と健康――健康格差解消に向けた統合科学的アプローチ』東京
大学出版会。
（5）　JSPS 科研費 17H02585「非典型時間帯就労に着目したワーク・ライフ・バランスの国際比較研究」（研究代表
者：大石亜希子）。
（6）　千葉大学学内研究推進事業リーディング研究育成プログラム「未来型公正社会研究」（研究代表者：水島治郎・
千葉大学教授）。
（7）　討論者として松田茂樹氏（中京大学教授）と水島治郎氏が参加した。
（8）　黒田氏の報告から多くの示唆を得たものの，筆者担当部分は本特集のために新たに書き下ろしたものであり，
内容についての全責任が筆者にあることは言うまでもない。
